
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 は じ め に 】  

 このパンフレットは、 令和２年７月２０日 (月 )～８月５日 (水 )に か

けて実施した「墨田区住民意識調査」のあらましです。  

 ご協力いただきました区民の 皆様 に、心からお礼を申し上げます

とともに、この結果を今後の区政 運営の貴重な資料として 活用して

いくことをご報告いたします。  

 

墨 田 区 企 画 経 営 室 広 報 広 聴 担 当 
〒130-8640 東京都墨田区吾妻橋一丁目23番20号 

 03（5608）1111（代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ２ 年 度  

墨 田 区 の 世 論  2 0 2 0 

第 2 6 回  墨 田 区住 民 意 識 調査 結 果概 要 

◆ このパンフレットの数字はすべて回答者 

全員を１００％とした比率（％）です。 

◆ 四捨五入の関係で合計が１００％になら

ない場合があります。 

◆ 回答選択肢を抽出して扱っている場合は、

合計が１００％に満たないことがありま

す。 

◆ 複数回答の場合は、合計が１００％を超え

ることがあります。 

◆ 複数の選択肢を合わせた項目の比率は、各

選択肢の回答数を合計し、比率を再計算し

たものを使用しています。 

◆ “ｎ”は調査回答者数のことです。 

《パンフレットの見方》 

◇ 調査対象 満１８歳以上の区民 

◇ 対象者数 ３,０００人 

◇ 調査方法 郵送配付、郵送回収 

◇ 回 収 数     １,６８７人 

◇ 回 収 率     ５６．２％ 

◇ 調査期間 令和２年７月２０日(月) 

～８月５日(水) 

《 調 査 の あ ら ま し 》 
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○  居住年数・・・「２０年以上」の＜長期居住者＞が約５割  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  定住意向・・・＜定住意向（計）＞が８割を超える  

墨田区に「ずっと住み続けたい」（38.1％）が４割近くとなっており、これに「当分の間

は住み続けたい」（45.5％）を合わせた＜定住意向（計）＞（83.6％）は８割を超えていま

す。これに対して「区外に転出したい」（5.5％）という＜転出意向＞は１割未満となってい

ます。 

平成６年からの推移をみると、＜定住意向（計）＞は平成10年をピークに平成20年ま

で減少傾向でしたが、平成22年以降は８割を超えており、今回は前回より微増となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年

平成30年

　　28年

　　26年

　　24年

　　22年

　　20年

　　18年

　　16年

　　14年

　　12年

　　10年

　　８年

　　６年

【転出意向の推移】【定住意向の推移】

83.6

83.0

81.5

83.0

81.0

83.1

76.7

78.0

80.2

78.6

82.7

86.3

84.6

83.7

020406080100（％）

5.5

5.2

4.6

2.7

5.6

3.8

6.0

7.4

5.9

6.7

6.8

6.5

7.3

8.7

0 10 20（％）（％）

ｎ＝1,687

わから
ない
7.6

無回答
3.3

当分の間は
住み続けたい

45.5

区外に
転出したい

5.5

ずっと住み
続けたい

38.1

（％）

ｎ＝1,687

５年未満
20.6

20年以上
50.7 ５年以上

20年未満
27.0

無回答
1.7

定 住 性 

区民の居住年数構成は、「５年未満」の短

期居住者が20.6％、「５年以上20年未満」の

中期居住者が27.0％、「20年以上」の長期居

住者が50.7％となっています。 
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○  住みよさ評価・・・住みごごちに満足している人が９割を超える  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  生活環境評価・・・「交通の便」では＜肯定的評価（計）＞が８割を超える  

墨田区の生活環境に関する13の項目について、それぞれ５段階で評価してもらいました。

「良い」と「やや良い」を合わせた＜肯定的評価（計）＞は、「交通の便」（82.6％）で８割

を超えて最も高く、次いで「買い物の便」（72.1％）となっています。 

一方、「悪い」と「やや悪い」を合わせた＜否定的評価（計）＞では、「災害時の安全性」

（38.1％）、「騒音・振動」（34.4％）、「緑の豊かさ」（27.3％）などへの評価が厳しくなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い 無回答

（％） （計） （計）

82.6 5.0

72.1 7.9

46.7 11.8

43.2 22.1

37.6 8.7

33.7 14.9

32.3 17.2

27.6 17.1

27.1 27.3

24.5 34.4

24.1 8.1

19.9 21.7

15.5 38.1

大気汚染

災害時の安全性

防犯や風紀

緑の豊かさ

騒音・振動

リサイクルの活動

建物の周囲の空間・
日当たり

隣近所の人情

景観・まちなみ

交通の安全性

（ｎ＝1,687）

交通の便

買い物の便

公園・遊び場

肯定的評価（計） 否定的評価（計）

<

肯
定
的
評
価

>

<

否
定
的
評
価

>

5.5

8.3

8.2

10.3

7.8

8.4

13.4

11.1

13.0

23.3

23.5

49.2

60.3

10.0

11.6

15.9

14.2

19.4

19.3

18.9

22.6

24.5

19.9

23.2

22.9

22.3

43.4

55.5

65.1

38.8

43.1

52.6

47.9

49.1

51.5

32.3

38.1

18.1

10.9

23.9

16.6

6.3

23.6

20.7

13.5

13.7

11.6

6.9

15.9

8.5

6.3

4.1

14.1

5.1

1.8

10.8

6.6

3.7

3.5

3.3

1.8

6.2

3.3

1.7

0.8

3.1

2.9

2.6

2.2

2.5

2.7

2.6

2.4

2.2

2.4

3.5

1.9

1.5

（％）

ｎ＝1,687

住みにくい
0.7 無回答

2.7

まあ住みよい
56.9

あまり
住みよくない

5.3

住みよい
34.5

生 活 環 境 評 価 

 現在の墨田区の住みごこちについては、

「まあ住みよい」（56.9％）とする人が６割近

くとなっており、これに「住みよい」（34.5％）

を合わせると、墨田区の住みごこちに満足し

ている人は91.4％となっています。 
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○  区の仕事の満足度と重要度・・・満足度は「主要駅周辺の利便性の向上」、 

重要度は「地震などの災害対策」で高い  

15項目に及ぶ区の仕事に関して、それぞれの満足度と重要度を５段階で評価してもらいま

した。 

満足度として「満足」と「やや満足」を合わせた＜満足（計）＞は、「主要駅周辺の利便性

の向上」(52.2％)で５割を超えて最も高く、次いで「区役所・出張所などの窓口サービスの

接客」（38.4％)、「ごみの収集、リサイクルの推進」(37.7％）となっています。 

重要度として「重要」と「やや重要」を合わせた＜重要（計）＞は、「地震などの災害対策」

（76.4％）で７割台半ばと最も高く、次いで「防犯への取り組み」（71.7％）、「主要駅周辺の

利便性の向上」（64.3％）、「道路・交通体系の整備」（64.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 力を入れるべき施策・・・「防災対策」が４割台半ば  

区の施策のうち特に力を入れてほしいと思うものを第１位から第３位までの順位をつけ

てもらいました。第１位から第３位までの総合では、「防災対策」（44.6％）が４割台半ばで

最も高く、次いで「高齢者がいきいきと生活できる環境づくり」（18.1％）、「介護サービス

の充実」（17.5％）、「地域医療体制の充実」（17.1％）となっています。 

 

 

  

（ｎ＝1,687）
上位10位

（ｎ＝1,687）
上位10位

主要駅（錦糸町、両国、押上、

曳舟）周辺の利便性の向上
地震などの災害対策

区役所・出張所などの窓口
サービスの接客

防犯への取り組み

ごみの収集、リサイクル
の推進

主要駅（錦糸町、両国、押上、

曳舟）周辺の利便性の向上

道路・交通体系の整備 道路・交通体系の整備

景観・まちなみの向上
ごみの収集、リサイクル
の推進

伝統文化の保護・継承 高齢者・障害者への福祉

区政全般 学校教育

高齢者・障害者への福祉
区役所・出張所などの窓口
サービスの接客

防犯への取り組み 疾病・ねたきりの予防

保育サービスなどの子育て
支援

保育サービスなどの子育て
支援

満 足 度 重 要 度

20.2

19.2

14.5

32.0

19.1

23.2

19.9

18.6

17.0

15.4

9.7

8.5

6.8

6.5

4.6

3.7

3.3

3.0

7.5

8.1

(23.5)

(19.9)

(13.5)

(11.8)

(11.1)

(25.4)

(27.4)

(37.7)

(38.4)

0 10 20 30 40 50 60

満足

やや満足

<満足(計)>

（％）

(52.2)

(  )

65.3

53.3

37.6

38.8

18.4

26.7

25.3

25.3

20.9

22.8

21.7

38.1

41.9

45.0

34.4

34.3

40.8

13.1

11.1

15.1

(62.8)

(58.1)

(57.1)

(56.0)

(55.9)

(63.4)

(64.1)

(64.3)

0 20 40 60 80 100

重要

やや重要

<重要(計)>

（％）

(76.4)

(71.7)

 (  )

区 政 全 般 

（ｎ＝1,687）

防災対策

高齢者がいきいきと生活できる環境づくり

介護サービスの充実

地域医療体制の充実

住環境の向上

防犯対策

学校教育の充実

（％）

(44.6)24.3

6.9

6.0

5.9

3.2

3.1

13.2

6.5

7.6

7.2

4.6

7.0

4.4

7.2

4.7

3.8

4.0

4.3

3.36.0

7.1

(18.1)

(17.5)

(17.1)

(14.9)

(14.3)

(13.7)

0 10 20 30 40 50

 第 １ 位

 第 ２ 位

 第 ３ 位

 総 　 合（第１位～第３位）（　）

（複数回答、上位７位）
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 ○ 将来にわたり施設サービスを提供していくための取り組み  

・・・「区が保有している低利用・未利用の土地や建物は、積極的に売却

や貸付を行うべきである」が５割近く  

将来にわたり施設サービスを提供していくための取り組みについて聞いたところ、「区が

保有している低利用・未利用の土地や建物は、積極的に売却や貸付を行うべきである」

（48.4％）が５割近くで最も高く、次いで「民間でできるものは民間委託を行うなど、効率

よい行政運営を行うべきである」（45.2％）、「施設の全体量を減らし、より必要性の高い施

設の維持管理や建替え・修繕を優先させるべきである」（40.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  区に対する気持ち・・・墨田区に愛着をもっている人が８割を超え、誇りをもっ

ている人が６割を超え、人に勧めたいと思う人が６割近く 

墨田区に対する気持ちを３つの項目に分けて聞きました。「そう思う」と「どちらかと言え

ばそう思う」を合わせた＜そう思う（計）＞は、「墨田区に愛着をもっていますか」では８割

を超え、「墨田区に誇りをもっていますか」では６割を超え、「墨田区を人に勧めたいと思い

ますか」では６割近くとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シティプロモーション 

（ｎ＝1,687）

区が保有している低利用・未利用の土地や建物は、積極的に
売却や貸付を行うべきである

民間でできるものは民間委託を行うなど、効率よい行政運営を
行うべきである

施設の全体量を減らし、より必要性の高い施設の維持管理や
建替え・修繕を優先させるべきである

施設の建替えや新設が必要な場合は、民間による施設整備の
誘導、民間資金の調達など、官民連携手法を活用すべきである

今ある建物は計画的に修繕を行い、できるだけ長く施設を使用
できるようにすべきである

施設の利用者と未利用者の不公平感をなくすため、施設
使用料の見直しを行うべきである

48.4

45.2

40.3

33.3

29.9

17.1

6.8

0 10 20 30 40 50（％）

（複数回答）

そう思う
どちらかと

言えばそう思う

どちらかと
言えばそう
思わない

そう思わない わからない 無回答

（％） (計) (計)

82.5 8.0

61.6 17.8

58.9 17.1

（ｎ＝1,687）

墨田区に愛着をもって
いますか

墨田区に誇りをもって
いますか

墨田区を人に勧めたいと
思いますか

<

そ
う
思
う

>

<

そ
う
思
わ
な
い

>

そう思う(計) そう思わない(計)

22.6

23.5

41.0

36.2

38.1

41.4

11.1

11.5

5.6

6.0

6.3

2.4

22.6

19.5

8.2

1.4

1.1

1.3
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○  参加している、参加してみたい地域活動・・・「祭りなどの文化行事・イベ

ント」が４割を超える 

実際に参加している地域活動、または参加してみたい地域活動を聞いたところ、「祭りなど

の文化行事・イベント」（42.1％）が４割を超えて最も高く、次いで「環境美化活動（清掃・

リサイクルなど）」と「文化・スポーツ活動や語学学習などへの参加」（ともに21.1％）、「防

災活動」（16.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  地域力を高めるための取り組み・・・「誰でも気軽に地域活動に参加できる

しくみづくり」が６割近く 

墨田区の地域力を高めるためには、区はどのような取り組みを進めるべきかを聞いたとこ

ろ、「誰でも気軽に地域活動に参加できるしくみづくり」（58.6％）が６割近くで最も高く、

次いで「情報公開の推進・広報活動の充実」（30.9％）、「町会・自治会の活性化」（20.7％）、

「地域活動を担う人材の育成」（18.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域力の育成・支援 

（ｎ＝1,687）

祭りなどの文化行事・イベント

環境美化活動（清掃・リサイクルなど）

文化・スポーツ活動や語学学習などへの参加

防災活動

外国人との交流

助け合い活動
（高齢者・障がい者への支援など）

42.1

21.1

21.1

16.8

14.5

10.7

9.4

8.8

5.8

4.7

4.7

17.6

5.7

0 10 20 30 40 50 （％）

（複数回答、上位６位）

（ｎ＝1,687）

誰でも気軽に地域活動に参加できるしくみづくり

情報公開の推進・広報活動の充実

町会・自治会の活性化

地域活動を担う人材の育成

地域活動団体に対する活動場所の提供

地域活動団体などの横の連携強化による
活動の充実

58.6

30.9

20.7

18.9

8.2

7.9

7.2

2.5

3.7

3.6

0 10 20 30 40 50 60 （％）

（複数回答、上位６位）
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○  震災時や大規模水害時の被害想定と避難方法  

・・・「首都直下地震等が発生した場合の避難方法等を知っている」が３割台半ば  

震災時や大規模水害時の被害想定と避難方法等について聞いたところ、「首都直下地震等が

発生した場合の避難方法等を知っている」（36.0％）が３割台半ばで最も高く、次いで「大雨

や荒川の氾濫等による大規模な水害時の避難方法等を知っている」（33.0％）、「首都直下地震

等が発生した場合の区の被害想定を知っている」（27.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災対策についての要望・・・「避難所の確保・運営」が４割近く  

防災対策として力を入れてほしいと思うことを聞いたところ、「避難所の確保・運営」（37.2％）

が４割近くで最も高く、次いで「災害情報の提供」（34.7％）、「応急物資（食糧）の確保」（26.3％）、

「水害対策への取組み」（25.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防 災 対 策 

（ｎ＝1,687）

首都直下地震等が発生した場合の避難方法等
を知っている

大雨や荒川の氾濫等による大規模な水害時の
避難方法等を知っている

首都直下地震等が発生した場合の区の被害
想定を知っている

大雨や荒川の氾濫等による大規模な水害時に
想定される浸水深や浸水継続時間を知っている

上記の被害想定や避難方法等についてすべて
知らない

36.0

33.0

27.4

23.2

39.7

2.3

0 10 20 30 40 （％）

（複数回答）

（ｎ＝1,687）

避難所の確保・運営

災害情報の提供

応急物資（食糧）の確保

水害対策への取組み

情報連絡体制の充実

飲料水の確保

37.2

34.7

26.3

25.0

20.2

19.8

12.2

5.6

5.5

1.3

1.2

1.7

0 10 20 30 40（％）

（複数回答、上位６位）



 

 - 7 - 

 

 

○  効果的な地域の取り組み・・・「防犯カメラの設置」が４割を超える 

安全で安心な地域社会を実現するために効果的だと考える地域の取り組みを聞いたところ、

「防犯カメラの設置」（43.9％）が４割を超えて最も高く、次いで「防犯パトロール活動」

（17.8％）、「地域で発生した犯罪や防犯等の情報共有」（16.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  区政情報の入手方法・・・「墨田区のお知らせ『すみだ』」が５割を超える 

区政情報の入手方法を聞いたところ、「墨田区のお知らせ『すみだ』」(53.4％)が５割を超

えて最も高く、次いで「区公式ホームページ」（45.2％）、「町会・自治会の回覧資料」（23.7％）、

「友人・知人に聞く」（12.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区 政 情 報 

防 犯 対 策 

防犯
パトロール

活動

防犯カメラ
の設置

防犯活動
の意識啓発

地域で発生
した犯罪や
防犯等の
情報共有

警察、区、
学校等との
連携の強化

その他 無回答

ｎ （％）

(1,687) 17.8 43.9 4.7 16.9 13.9

0.7 2.0

（ｎ＝1,687）

墨田区のお知らせ「すみだ」

区公式ホームページ

町会・自治会の回覧資料

友人・知人に聞く

チラシ・パンフレット

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

ケーブルテレビの区政情報番組
「ウィークリーすみだ」

すみだ暮らしのガイド

区公式ツイッター

53.4

45.2

23.7

12.0

8.3

7.9

6.7

6.3

5.0

4.3

3.4

1.7

0.8

0.7

0.5

2.5

3.6

0 10 20 30 40 50 60（％）

（複数回答、上位10位）



 

 - 8 - 

○  区が充実させるべき情報・・・「防災・防犯」が６割を超える 

区が行う情報発信で、どのような情報を充実させていくべきだと思うか聞いたところ、「防

災・防犯」（62.8％）が６割を超えて最も高く、次いで「福祉」（38.5％）、「区の施策・計画・

財政」（38.4％）、「環境･ごみ･リサイクル」（35.0％）、「イベント・まちの話題」（34.9％）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  参加したい形・・・「競技場などに行って観戦・応援」が４割  

東京オリンピック・パラリンピックに対して、どのような形で参加したいか聞いたところ、

「競技場などに行って観戦・応援」（40.4％）が４割で最も高く、次いで「仕事を通じて貢献」

（11.3％）、「地域活動（『おもてなし』など）を通じて貢献」（9.9％）となっています。一方、

「特に関わりたいとは思わない」（39.4％）は約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会 

（ｎ＝1,687）

防災・防犯

福祉

区の施策・計画・財政

環境・ごみ・リサイクル

イベント・まちの話題

子育て（育児・保育）

健康

観光

生涯学習・スポーツ

歴史・文化

62.8

38.5

38.4

35.0

34.9

29.8

27.2

19.7

19.6

18.2

17.5

12.5

11.5

0.9

4.1

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

（複数回答、上位10位）

（ｎ＝1,687）

競技場などに行って観戦・応援

仕事を通じて貢献

地域活動（「おもてなし」など）を通じて貢献

大会運営スタッフ、ボランティアとして参加

関連イベント・参画プログラム等へ参加

その他

特に関わりたいとは思わない

40.4

11.3

9.9

6.9

4.9

3.9

39.4

2.7

0 10 20 30 40 50 （％）

（複数回答）



 

 - 9 - 

 

 

○  環境問題に対して生活の中で心掛けていること  

・・・「プラスチックごみの削減（水筒、マイバッグの活用など）」が７割近く  

環境問題に対して、生活の中でどのようなことを心掛けているか聞いたところ、「プラスチ

ックごみの削減（水筒、マイバッグの活用など）」（66.7％）が７割近くで最も高く、次いで

「食品ロスの削減（フードドライブの活用、食料品の買い過ぎの抑制など）」（40.1％）、「紙

ごみの削減（印刷用紙の節約、資源物回収の利用など）」（32.1％）、「粗大ごみの削減（家電・

家具の買い替え抑制など）」（19.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  地球温暖化防止に向けた家庭での取り組み  

・・・「シャワーは流しっぱなしにしないようにしている」が５割台半ば  

家庭で取り組んでいる、あるいは取り組みたい地球温暖化防止対策を聞いたところ、「シャ

ワーは流しっぱなしにしないようにしている」（56.1％）が５割台半ばで最も高く、次いで「白

熱球を電球型蛍光灯やＬＥＤ照明に換えた、または換えるつもりである」（53.3％）、「不要な

ものは買わず、過剰な包装やレジ袋は断っている」（52.6％）、「冷蔵庫にものを詰め込み過ぎ

ないようにしている」（38.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境・リサイクル・清掃 

（ｎ＝1,687）

プラスチックごみの削減
（水筒、マイバッグの活用など）

食品ロスの削減（フードドライブの活用、
食料品の買い過ぎの抑制など）

紙ごみの削減（印刷用紙の節約、
資源物回収の利用など）

粗大ごみの削減
（家電・家具の買い替え抑制など）

衣類ごみの削減（フリーマーケットでの
出品、リサイクル店への持込みなど）

電子機器の活用（電子書籍の購入、
音楽・ゲームソフトのダウンロードなど）

その他

特にない

66.7

40.1

32.1

19.5

17.1

15.1

0.4

12.2

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

（複数回答）

（ｎ＝1,687）

シャワーは流しっぱなしにしないようにしている

白熱球を電球型蛍光灯やＬＥＤ照明に換えた、
または換えるつもりである

不要なものは買わず、過剰な包装やレジ袋は
断っている

冷蔵庫にものを詰め込み過ぎないようにしている

冷暖房の設定温度は夏28度、冬20度を目安と
している

できるだけ、自家用車ではなく電車やバスなどを
利用している

56.1

53.3

52.6

38.2

35.0

33.3

8.4

8.4

8.2

2.4

1.0

7.1

2.0

0 10 20 30 40 50 60 （％）

（複数回答、上位６位）



 

 - 10 - 

 

 

○  介護保険制度で充実すべきこと  

・・・「住み慣れた地域で介護保険サービスが受けられる地域密着型サービスの

充実」が２割台半ば 

高齢者が安心して介護保険制度を利用するために、どのようなことに重点をおくべきだと

思うか聞いたところ、「住み慣れた地域で介護保険サービスが受けられる地域密着型サービ

スの充実」（25.5％）が２割台半ばで最も高く、次いで「在宅で介護保険サービスが受けら

れる居宅サービスの充実」（21.2％）、「施設に入所し介護保険サービスが受けられる施設サ

ービスの充実」（19.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「区内生産品」についての考え・・・「魅力を感じるので、気に入ったもの

があれば購入している」が５割近く 

「区内生産品」についての考えを聞いたところ、「とても魅力を感じるので、積極的に選

んで購入している」（3.2％）が１割未満、「魅力を感じるので、気に入ったものがあれば購

入している」（47.8％）は５割近くとなっています。一方、「どちらかと言えば魅力を感じる

が、購入するつもりはない」（20.0％）が２割、「魅力を感じない」（2.4％）は１割未満とな

っています。また、「何があるのかを知らない」（23.7％）は２割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 祉 

産 業 

在宅で介護
保険サービス
が受けられる
居宅サービス

の充実

住み慣れた地
域で介護保険
サービスが受
けられる地域
密着型サー
ビスの充実

施設に入所
し介護保険
サービスが
受けられる

施設サービス
の充実

いつまでも
元気で

暮らせるよう
介護予防
サービス
の充実

介護保険
制度など
気軽に

相談できる
場所の充実

その他 無回答

ｎ （％）

(1,687) 21.2 25.5 19.1 18.1 12.8

1.2 2.0

とても魅力を
感じるので、

積極的に
選んで購入

している

魅力を
感じるので、
気に入った

ものがあれば
購入している

どちらかと
言えば魅力を

感じるが、
購入する

つもりはない

魅力を
感じない

何があるのか
を知らない

無回答

ｎ （％）

(1,687)

3.2

47.8 20.0

2.4

23.7

3.0


